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補足遺伝子による大麦雑種の幼苗致死の研究
1. その遺伝様式と関与遺伝子の地理的分布





種の系統的関係の推測上有用な知見を与えている (Hermsen，J. G. Th. 1963，西川 1964，










この研究について米国農務省の Dr.G. A. Wiebeはとくに興味と関心を寄せられ，貴重な材料を提
供し， また未発表のデーターを示された. ここに同氏のご協力に対し深甚の謝意を表する. またエチ
オピアの採集材料を与えられた国立遺伝学研究所阪本寧男博士のご好意に感謝する.
第 1表 遺伝実験に主として用いた材料の名称，産地，変種名
系品統種番名号 C.I.番号 産 地 変 種 名
E.36 2225 Ethiopia deficiens 
E.290 5829 1 hybernum 
E.438 9630 1 ，Addis Ababa deficiens 
E.444 9636 1 ，Bishoftu・Debrezeit parallelum 
E.454 9646 1 曹 irregulare 
E.455 9647 1 1 nigrizeocrithideficiens 
E.474 9666 。， Jimma hybernum 
E.484 9676 1 1 hybernum 
E.489 9681 " 1 parallelum 
夏大恨麦 北朝鮮 hybernum 































































交 雑 正常 致死 言十 .t' P 
A 53 50 103 0.086 >.75 
E.36 B 49 60 109 1. 110 >.25 
A+B 102 110 212 0.302 >.50 
A 51 57 108 0.333 >.50 
E.290 B 60 46 106 1. 849 >. 10 
A+B 111 1回 214 0.299 >.50 
A 47 48 95 0.010 >.90 
E.444 B 63 59 122 0.131 >.50 
A+B 110 107 217 0.041 >.75 
A 74 62 136 1.058 >.25 
E.454 B 42 38 80 0.200 >.50 
A+B 116 1∞ 216 1. 185 >.25 
A 33 35 68 O.∞6 >.90 
E; 474 B 51 49 1∞ 0.040 >.75 
A+B 84 84 168 O.∞o 1.00 
A 28 31 59 0.153 >.50 
E.484 B 65 56 121 0.669 >.25 
A+B 93 87 180 0.200 >.50 
E.455 A 22 25 47 0.191 >.50 
















E. 36， E. 290， E. 454， E. 474およびE.484のエチオピア産5系統と E.444とを交雑し
て得た5種類の F1雑種に夏大根麦を交配し，これらの三系雑種において分離してくる幼





第 3表 E.36型と E.444型の三系交雑における分離
交 雑 組 ぷ同弘 せ 観 察 数 計 .1:' p 
E.36型 E.444型 1: 1 
F， (E.36 x E.444) x夏大綬麦 57 52 109 0.229 >0.5 
F， (E. 290 x E. 444) x夏大綬麦 47 44 91 0.099 >0.75 
F， lE.444 x E. 454) x夏大綬麦 53 40 93 1. 817 >0. 1 
F， (E.444 x E.474) x夏大綬麦 50 54 104 0.154 >0.5 
F， (E.484 x E.444) x夏大根麦 46 47 93 0.011 >0.9 












めには，2種類の検定品種，夏大恨麦または Manchuria(LsE の検出用)と E.36= C. 
1.2225 (LsM の検出用)を用いた.調査結果は要約して第4表に示されている.
第 4表 2種の幼商致死補足遺伝子 LSE とLSM の地理的分布
括孤内数字は G.A.Wiebeが調査して著者に提示されたもの




















































































と，そのうち4は AddisAbabaおよびその南方の Bishoftu(現在の Debrezeit)産，
また3は AddisAbaba西南333kmの Jimma附近より得たものである.なお，最近国
立遺伝学研究所の臨本氏が同国で採集した材料中から同じ遺伝子型3系統を見出したが，













カナダや米国の一部で Manchurian系統として広く栽培された O.A. C. 21やその血
をひく諸品種がこの遺伝子を持っかどうかについてしらべてみた.その結果， O.A.C. 21， 
ManchuriaおよびOderbruckerなど従来か巳同じ系統とみなされていたものはやは
りLSM 遺伝子を持つことがわかった. このほか遺伝子分析用として用いている Orange














し満州から地理的に隔たったネパール， ラトピア，オーストリヤ， ドイツ C?)， フラン



















































系統は E.444 (C. I. 9636)だけである.
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